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REBORN TOYAMA — p1 

北菱電興富山支店が生まれ変わりました！ 
 

金沢工業大学と北菱電興､コーオプ教育を広げる。 — p2 
社内での活動の広がりを追う！ 

 

Hokuryo Woman — p3 
北菱電興で働く女性社員にインタビュー 

 

S-mileを見る！ — p3 

情報サイトの運営者と営業担当者にインタビュー 

 

ホクリョウQuestion — p4 
#仕事をする上でのモットーは？ 

 

SSLの活動をご紹介！ — p4 
社内報の編集から完成まで 
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https://youtu.be/L3-hq73IzaY?si=kEK7WzfqeQSWc-JZ


2024年10月より当社開発センター（旭丘工場）を舞台とした旭丘コーオプ教育が始動！ 

本記事では旭丘コーオプ教育の活動を見守ってきた酒元さんと塩田さん、そして活動 

の中心メンバーであった上月さん、山口さん、川端さんにお話を伺いました。 

コーオプ教育とは？ 

 

 コーオプ教育への想い、期待すること 

塩田さん：若手社員、課長、学生、教授など年代や役職が多様で、異なる価値

観を持つメンバーが同じチームで活動したことに意義を感じます。従来の考え

方に捉われてしまう傾向がある中､「社外の刺激に触れること」は新しい視点を

取り入れられる非常に貴重な活動です。今回は心理科学科の学生と教授から刺

激をいただき「雰囲気の改善」というテーマに向き合うことができました。現

時点では成果が数字として表れているわけではありませんが、間違いなく旭丘

工場がよりよくなるきっかけになると手ごたえを感じました。 

酒元さん：コーオプ教育は「それぞれが持つ力をいかに発揮していくか」とい

う大きな課題に向き合う取り組みの一つです。実際に今回のコーオプ教育に参

加した社員の通常業務における姿勢や行動には変化が現れています。社外との

活動から刺激を得て、価値観の幅や視野を広げていく。このような無形の価値

を生み出すことで、おのずと生産性の向上に繋がっていくという大きな期待感

を持っています。 

 コーオプ教育を他事業所にも広げたきっかけ 

 今までの旭丘コーオプ教育は当社いなほ工場を拠点に活動してお

り、それによる社内の良い変化を感じてきました。今回新たな活動拠

点となった開発センターは社員数が多く、より濃い文化が形成されて

います。社員が学生や教授などの社外の方々と関わることは、改めて

会社を見直すきっかけになります。既存の文化に新しい風が吹き込

み、さらなるイノベーションが起きることを期待して、開発センター

でもコーオプ教育を始めることにしました。 
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 心理科学科の学生さん、先生方と共に活動した

おかげで、専門的な知識を深めることができまし

た。また学生さんとの活動を通じて、社会人とし

ての責任感やコミュニケーションの大切さを再確

認する機会にもなりました。 

 普段関わることのない学生さんや先生方と交流

する中でいただいた心理学的なご意見は、自分に

はなかった発想も多く、新たな視点を取り入れる

ことができました。なによりポジティブな活動に

参加することが自体が楽しかったです。 

開発1部 管理課 山口 拓也さん 

開発1部 管理課 川端 亜希子さん 

情報フロンティア学部 心理科学科 4年 

上月 杏純さん 

 コーオプ教育への参加を決めた理由は？  

 コーオプ教育は、授業の単位が取得でき、 

さらに社会人としてのスキルや知識を身につけ

られるのではないかと興味を持っていました。

自分自身が成長でき、今後に繋がりそうな良い

機会であると考え、参加を決めました。 

▲ 活動の様子 

 活動を通してうまれたSmileなことは？ 

 コミュニケーションの回数を重ねることや、全員が1つの目標に向かっ

て取り組むことで、チーム内の信頼関係を築くことができると学びまし

た。活動メンバーの方とプライベートな会話ができるほど親しくなれた

ことが嬉しかったです。 

 

 学生に向けて一言メッセージをお願いします。 

 コーオプ教育プログラムの活動は決して楽ではありません。しかし、

参加して絶対に損はありません。学生生活では経験できないことや学び

になることがたくさんあります。参加を迷っている方は、チャレンジし

てみることをおすすめします！ 

▲  旭丘コーオプ教育 関係者の集合写真 

  （左から：KIT 渡邊教授、北菱電興 川端さん、宮下さん、山口さん、 

   島本さん、KIT 学生 上月さん、北菱電興 西尾さん、KIT 伊丸岡教授） 

2024年10月から2025年3月の報告会まで6名の 

メンバーが活動を推進してきました。これまでの

活動を振り返っての感想を代表者3名にお聞きし

ました。 

 第1弾：座談会企画（KIT×北菱電興）(Vol.4） 

 第2弾：KIT WACE IRS 2022に登壇！（Vol.5） 

◆ コーオプ教育について特集した過去の社外報 

社外報 バックナンバー 

金沢工業大学HPにて、 

旭丘コーオプ教育の 

報告会をご紹介いた 

だきました。 

記事はこちらから ▶ 

当社の note では、 

旭丘コーオプ教育の 

活動の「雰囲気」を 

ご紹介しています♪ 

記事はこちらから ▶ 

（参加当時） 

https://www.hokuryodenko.co.jp/category/letter/
https://www.hokuryodenko.co.jp/2022/06/3508/
https://www.hokuryodenko.co.jp/2023/01/4173/
https://www.kanazawa-it.ac.jp/kitnews/2025/0318_coop.html
https://note.hokuryodenko.co.jp/
https://note.hokuryodenko.co.jp/n/n1d2b81e7736d


 

仕事でうまれた「Smile」を教えてください。 

 以前、空調機を納品した温泉施設にプライベートで宿泊する機

会がありました。お部屋に設置された空調機のまわりには木枠の

装飾が施されていて、空調機が素敵な空間の一部となっていまし

た。それを見てとても感動したのを覚えています。どの現場も完

了するまでは大変ですが、実際に使われている様子を見ると嬉し

いです。お客様との交流や会話も楽しく、充実した日々を過ごし

ています。 
 
仕事とプライベートを両立させるコツを教えてください。 

 営業職になった当初は仕事に追われ、な

かなかプライベートを優先できませんでし

た。今は仕事に慣れ、子供との時間を大切

にできています。小まめに学校や習い事の

予定を確認し、前もって仕事のスケジュー

ルを調整しています。４つの習い事をして

いた時期は大変でしたが、まわりの助けも

あり、なんとか乗り越えられました。子供

の頑張る姿を自分の目で見たいので、大会

には必ず行って応援をしています！ 

2007年新卒入社。当社機器部で営業事務を経験

後、2020年に冷熱システム部の営業に異動。 

2021年中途入社。前職で人材業界の営業を経験。

入社当初は空調機器関係のPRや営業補佐を担当。 

三菱電機冷熱住設代理店として、三菱電機製の空調機器 

や冷凍冷蔵機器などを販売。客先への訪問や見積の作成 

などの営業活動を担当します。お客様への納品がスムー 

ズにいくよう、空調機取付工事の立会いなどのサポート 

もしています。>>詳しい事業内容は当社ホームページへ 

仕事でうまれた「Smile」を教えてください。 

 お客様から「エアコンのおかげで快適になった」との言葉をいた

だけた時に喜びを感じます。空調機を納品した飲食店などにはプラ

イベートで伺うことも多いです。営業活動を通して様々なお客様と

の繋がりができる点もこの仕事のやりがいの一つですね。展示会や

工場見学などのイベントでは、お客様に三菱製品の魅力を伝えよう

と頑張っています。ご提案した製品を採用いただけた時はとても嬉

しいです。これからも三菱ファンを増やすため、力を尽くします！ 
 

仕事とプライベートを両立させるコツを教えてください。 

 複数の案件が重なる時は大変ですが、

部署のみなさんと助け合いながら乗り越

えています。タスクに優先順位をつけ、

確実にこなすように心がけています。悩

んだ時は女性社員同士で相談することが

多いですね。休日を充実させるコツは、

朝早い時間からアクティブに過ごすこと

です。家族と一緒に動物園や水族館に出

かけてリフレッシュしています。 

当社ではたらく女性社員をご紹介します。 

今回は冷熱システム部で営業活動に励む 

辻岡さんと北川さんにお話を聞きました！ 

 

仕
事
の
様
子 
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“S-mile(ミル)”  

 生産ロス改善をサポートするデータ収集・可視化ソリュー

ション。複数の装置の稼働状況をリアルタイムで確認するこ

とが可能！装置に異常が発生した際には、装置近くに設置し

た小型デバイスを操作することで、メンテナンス状況を反映

します。 

 当社機器事業部が運営する情報サイト「s-mile.jp」では 

DX・GX導入に役立つ技術情報や活用事例を紹介しています。 

サイトの運営担当である宮本さん・松岡さんと、営業担当の 

佐野さんにインタビューしました！ 

 s-mile.jp 

お問合せフォーム 

営業担当のSmileは？ 

 工場で数十台の機械を 

お一人で管理されている 

お客様に本サービスをご 

提案しました。「装置の 

異変がぱっとみて分かる 

ようになり、助かった」 

と、お言葉をいただいた 

ときは嬉しかったですね。 
佐野雅也さん 

機器部 

s-mile.jpからイチオシソリューションのご紹介！ 

機器部 

松岡夏実さん/宮本達矢さん 

s-mile.jpとは？ 

 生産現場をより良くしたい想いをもつ人と、技術やエ

ンジニアを繋げることで、共創の場を広げていくことを

目指すWEBサイトです。 

サイトの運営担当お二人のSmileは？ 
 

宮本さん：Webサイトの運営技術に触れられたことです

ね。サイトの運営に向けて、プロのデザイナーさんと対話

できるプログラムに参加した際には、刺激を受けました。

商材を深堀し、どうやったら理解を得られるかを考えるこ

とに、技術者として面白さを感じました。デザイン思考を

取り入れることで視野が広がりました。 

松岡さん：今まで自分が作成した文章を発信し、読んでも

らうという経験がありませんでした。読者層に合わせた表

現にすることを意識し、かみ砕きすぎず、難しい用語を適

切に使い作成しました。これを機に思考の整理ができまし

た。また、サイト内には「いいね」機能があるので、反応

があった時はやっぱり嬉しいですね。 

北菱電興 機器事業部 

 
お問い合わせは 

こちらまで 076-269-8513 

https://www.hokuryodenko.co.jp/business/building/building1/
https://s-mile.jp/category/tech-blog/
https://s-mile.jp/contact/
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取材の様子 

Step.１ 記事概要の確定 

担当のメンバーで、その記事を 

通して読み手に何を伝えたいか 

を 検 討 し、記 事 ご と に 目 的 を 

設定。それに沿って記事のアウト

ラインを決めていきます。 

Step.２ 情報の収集 Step.３ 取材 Step.４ 取材内容の整理 

Viva Engageや 

あらかじめ用意した質問項目に

沿って取材を行います。単なる情

報収集の場ではなく、普段の業

務では接する機会のない方々と

繋がる貴重な場でもあります。 

取材で得られた情報を整理し、

何を記事に盛り込むかを選んで

いきます。中でも「Smile」は SSL

においてキーとなる要素であり、 

特に重視しています。 

社員のみな

コンテンツ決めの段階で集まって

いる情報に加え、場合によって

は、関係社員へのヒアリングや、

現地での取材が必要になりま

す。取材への協力依頼や場の調

整もメンバーの大事な役割です。 

 完成  編集 

この先は次号以降でご紹介！ 

さまざまな年代､職種､役職､拠点の社員10名に 
アンケートをとりました。リアルな声をお届けします！ 

uestion
視点を変えてみる 

1つの物事でも、別の面からは全く違うモノに見える

ことがあります。部門･世代･役職･役割･立場などが 

異なる様々な方と関わることがあるので意識してい 

ます。 

【40代/中途入社/事務職/女性】 

何事もまずはやってみる 

アイデアで製造現場に「色」を加える 

無機質になりがちな製造現場ですが、オリジナリティ 

を加えることで、見て楽しい＆働きやすい工場づくり

に繋がると考えています。 

【30代/中途入社/生産管理職/男性】 

難しいと思ってもやってみる 

苦労して得た知識は忘れません。特殊な注文を受けた 

際には、カタログを調べ、客先によく確認したことで、

その後の仕事にも役立ちました。 

【50代/新卒入社/事務職/女性】 

長期的な視野を持つ 

目の前のことが上手くいかない時こそ、長い目で見れば

それが「将来の何か」に必ず繋がっていると捉えること

を大切にしています。 

【20代/新卒入社/営業・企画職/女性】 

社内外ともに「コミュニケーション」 

立場や考え方がそれぞれ違う中で、相手の話を 

しっかり聴き、自分の意見をはっきりと述べる 

ことが大切だと考えています。 

【50代/新卒入社/営業職/副本部長/男性】 

相手の本当の目的に、 

   寄り添って仕事をする 

相手の目的･意図を理解し、それに寄り添って 

構想や提案をすることで信頼を得られます。 

【30代/中途入社/技術職/男性】 

経験すること、その仕事の意味や大変さを理解する

ことで、その経験が必ず次に繋がります。「経験に

勝るものなし」です。 

【50代/中途入社/施工管理職/部長/男性】 

何事に関しても、まず知る、 

  また知ろうとする姿勢が大事 
「次工程はお客様」 

社内の主任研修で学んでから、この精神で仕事を

しています。お客様だけでなく社員からの好印

象･好評価を持ってもらえることが多いです。 

【40代/新卒入社/事務職/課長/男性】 

自身の業務に直接関係ないことでも「ただ知っている」

というだけで、業務や改善活動を進める時の選択肢が 

増えます。複数の知識を組み合わせ、応用することで、 

より効率的に仕事を進められます。 

【40代/中途入社/倉庫内作業職/男性】 

小さな努力も積み重ねていくことで大きな成果に 

繋がります。毎月の訪問を地道に続けたことで、 

お客様に信頼していただけて案件に繋がった経験 

があります。 

【30代/中途入社/営業職/男性】 

「点滴穿石」 

 
SSLは「人と人との繋がりをつくり、関わる人たちに活力をもたらす”社員みんなの”SSL」 

をビジョンに掲げ、社内報、社外報の企画・作成に取り組んでいます。 

メンバーは部署を問わず有志で参加しており、特に若手社員が中心となって活動していま

す。メンバーならではの視点から、枠にとらわれない自由な発想を大切にしています。 

社外報6号でご紹介した「社内報ができるまで」より、最後は... 

“編集”と“完成”を Pick Up！ 

   編集 完成 

社外報7号でご紹介済み 社外報9号でご紹介済み 

コンテンツ決め 記事打合せ 取材 
★ 

★ 

Step.1 構成検討 Step.２ 編集 Step.３ 確認 Step.４ 最終調整 Step.5 社内公開 

割り当てた記事スペースの中

で、写真や文章をどのように

配置するか構成を練ります。 

自然に視線を動かせる、読

みやすいレイアウトを意識し

ています。 

MicrosoftのPublisherを 

使用し、記事を編集します。

記事作成にご協力いただい

た方の想いが更に伝わるよ

う、記事の内容に合うイラス

トやフォントを選んでいます。 

SSLメンバー、取材協力者、

広報グループという順番で、

編集した記事の確認を依頼

します。正しい情報発信とリ

スク管理のために、多くの方

にチェックしていただいていま

す。 

社内公開前に、SSLメンバー

にてデザインや表記の最終

チェックと調整を行い、記事

が完成となります。どんな反

応を頂けるか楽しみです！ 

 

 

毎月の最終営業日に社内

WEBにて公開するとともに、

閲覧数の確認も行っていま

す。毎月多くの社員の皆さ

んに読んでいただいていま

す。 

社員の方から直接 

フィードバックをいただける

ことがモチベーションに 

繋がっています！ 
表紙の写真は 

社員の方からご提供 

いただいています 

これからも活動を通して 

Smileを届けていきます！ 
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社内報イメージ 

2025年3月号 

２０２５年５月末で 

６５号発行しました！ 

https://www.hokuryodenko.co.jp/2023/06/4815/
https://www.hokuryodenko.co.jp/2024/01/5387/
https://www.hokuryodenko.co.jp/2024/01/5387/



